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	Ⅰ
	提案要請概要


1. 事業概要
・事業名 :　 2026 韓国ドラマ上映会 開催 業務委託
・事業目的 : 
‐日本で放送中（または予定）の韓国ドラマを中心としたプロモーションを通じ、韓国コンテンツの普及拡大を図る
‐オンライン・オフライン連携型イベントの運営を通じて、参加作品のプロモーション効果向上を図る
‐日本の観客に対し、韓国ドラマおよびOSTコンテンツの鑑賞機会を拡大する
・事業期間 : 契約締結日から 2026.12.8.(火) まで
・推定金額 : 金29,186,296円(税別)
・事業予算 : 金32,100,000円(税込)

2. 事業内容
・イベント名（案 ：2026 韓国ドラマ上映会 in Tokyo & Osaka)
※今後、別途ブランドネーミング確定予定
・主催：韓国コンテンツ振興院、駐日韓国文化院
・協力：韓国コンテンツ事業者協議会（KCBA）
・開催期間：2026年 11月 第2～4週のうち4日間（東京２日＋大阪2日）
	
	(仮称) 2026 韓国ドラマ上映会 in Tokyo & Osaka



	
	開催地
	Day1
	Day2-1
	Day2-2

	
	東京
	ゲストトーク + OST ミニ公演
※ 生配信実施
	ゲストトーク + お見送り会
	ゲストトーク + お見送り会

	
	大阪
	ゲストトーク + OST ミニ公演
※ 生配信実施
	ゲストトーク+ お見送り会
	ゲストトーク + お見送り会


※ 全回においてドラマダイジェスト上映およびゲストトークを実施予定
※ 東京・大阪それぞれ1回は、OSTアーティストによるトークセッションおよびミニライブを実施予定
※ OSTプログラムを実施しない回については、ゲストお見送り会を実施予定
※ オンライン生配信は主要回を中心に実施予定
■開催場所：東京・大阪
※都市ごとの開催順序および詳細日程は、今後の協議結果により変更となる場合があります。
※実施日程は、必ずしも連続した日程で運営されるものではありません。
■開催構成：東京・大阪の2都市にて全6回実施
■開催規模：日本国内の韓国コンテンツファンおよび一般来場者を対象に、延べ約2,200名規模
※各回のプログラム内容に応じて、会場規模を調整して運営予定
■主な内容：ドラマダイジェスト映像上映、作品関連ゲストによるトークショー、OSTミニコンサート、ゲストお見送り会、来場者参加型プログラム　等
※回ごとの特性に応じて、一部プログラム内容を変更して運営する場合があります。

3. 運営構成(案)
■運営構成に関する主な事項
・1回あたり約90分程度で構成（予定）
・各回1作品を中心としたドラマダイジェスト上映を実施
・作品関連ゲストを招いたトークプログラムを実施
・OSTアーティストによるトークセッションおよびミニライブを実施
・来場者参加型イベントおよび付帯プログラムを実施
・作品バナーやイベントオブジェ等を活用した展示ゾーンを設置
・主要回（東京・大阪各1回）を対象にオンライン生配信を実施
・OSTプログラム非実施回については、ゲストお見送り会を実施
・イベント終了後、全体ダイジェスト映像および各回ハイライト映像を制作し、事後コンテンツとして展開

■会場および想定規模
	
	開催地
	回次
	想定来場者数
	会場

	
	東京
	Day1
	約 700名
	外部ホール

	
	
	Day2-1
	約 250名
	韓国文化院 ハンマダンホール

	
	
	Day2-2
	約 250名
	韓国文化院 ハンマダンホール

	
	大阪
	Day1
	約 500名~600名
	外部ホール

	
	
	Day2-1
	約 250名
	外部中小規模ホール

	
	
	Day2-2
	約 250名
	外部中小規模ホール



■共通プログラム
－（ドラマダイジェスト上映）
・韓国コンテンツ事業者協議会（KCBA）会員社および日本現地の配給会社との連携を通じて、日本で放送中または放送予定の最新韓国ドラマ全6作品を対象としたダイジェスト上映を実施
・各回1作品を中心に、ドラマの主要シーンを再編集したダイジェスト映像（約15分）を上映
・上映作品はKOCCA主導のもと、2026年7月中に選定・確定予定
－（ゲストトークプログラム）
・各回の上映作品と連動した俳優ゲストによるトークプログラムを実施
・作品ごとの日本国内配給会社との連携・協力を通じて、全6作品を対象に関連ゲスト計6名のキャスティングを推進
・作品紹介およびトークセッションを通じて、観客の作品理解・没入感の向上とファン体験要素の強化を図る
－（来場者参加型プログラム）
・作品関連公式グッズやOSTコンテンツ等を活用した来場者参加型イベントを実施
・紙スローガンを活用した記念撮影など、来場者参加型プログラムの運営を通じて、イベントの一体感および現場の盛り上がりを創出
－（コンテンツ展示およびフォトゾーン運営）
・会場内に作品ポスター、バナー、キービジュアル等を活用したコンテンツ展示スペースを設置
・来場者向けフォトゾーンなど体験型空間を構成・運営
－（事後コンテンツ活用）
・イベント終了後、全体ダイジェスト映像および各回ハイライト映像を制作
・参加作品およびイベント広報のための事後コンテンツを制作・活用
・オンラインプラットフォームと連携した継続的な広報を推進
※ 本イベントは単なるドラマ上映会にとどまらず、OSTプログラムや展示・フォトゾーン等の多様なプログラムを連携させたフェスティバルの雰囲気を演出する予定です。

■回別特化プログラム
－（OSTアーティストトークおよびミニライブ）
・ドラマOSTアーティストを招いたトークセッションおよびミニライブを実施
・東京・大阪それぞれ1名、計2名のOSTアーティストのキャスティングを推進
・OSTコンテンツを活用した作品PRおよび観客関心度の向上を図る
－（オンライン生配信）
・東京・大阪における主要回各1回を対象にオンライン生配信を実施
・現地来場が難しい観客に対するコンテンツ接点の拡大
・イベント終了後、ダイジェスト映像等の事後コンテンツを活用したオンライン拡散を推進
－（ゲストお見送り会）
・OSTミニライブを実施しない回を中心にゲストお見送り会を実施
・各回の特性を反映したファン体験型プログラムを運営
・観客満足度向上および現場参加要素の強化を図る
※ プログラムの詳細は主催側との協議により変更となる場合があります。

4. 推進日程(案)
	詳細スケジュール
	推進スケジュール（月）

	· 
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	

	◦事業計画の策定及び事業者の選定
	

	- 事業計画の策定及び入札公告
	
	
	
	
	
	
	
	

	- 提案書の評価及び事業者の選定
	
	
	
	
	
	
	
	

	◦契約締結及び着手報告
	
	
	
	
	
	
	
	

	◦事業の遂行及び管理
	

	- イベント制作・運営
	
	
	
	
	
	
	
	

	- 後続プロモーション実施
	
	
	
	
	
	
	
	

	◦結果報告
	
	
	
	
	
	
	
	

	※上記の推進スケジュールは、今後KOCCAと選定事業者との協議により変更となる可能性あり。


■2026年 7月 第3週～：委託事業者選定評価
■2026年 7月 第4週～：技術交渉および契約締結
■2026年 7月 第5週～8月 第3週：会場確保およびOSTアーティスト・司会者・ゲストのキャスティング
■2026年 8月 第4週～9月 第3週：イベント特設ページ制作、参加申込準備、プログラム詳細企画の策定
■2026年 9月 第4週～10月 第5週：イベント広報および参加者募集
■2026年 11月 第2週～第4週：イベント開催（東京2日間、大阪2日間）
■2026年 11月 イベント終了後～11月 第5週：事後コンテンツ活用プロモーション
■2026年 11月 第5週～12月 第2週：結果報告書作成および精算

	Ⅱ
	提案要請詳細内容


1. 提案要請内容及び業務委託の範囲
※ 全体的なプログラム構成および運営方策を提示しつつ、発注先と協議のうえ最終決定を行う。
※ 委託会社の課業範囲の内訳の詳細は最終契約締結(交渉)時、以下の内容から調整されることがある。
	区分
	業務委託範囲

	会場確保および
イベント企画
	■会場手配
ㅇ会場の確保および費用負担
ㅇ東京会場全3回のうち2回（DAY2-1、DAY2-2）は駐日韓国文化院ハンマダンホールを無償利用可能。ただし、イベント運営に必要な付帯費用（映像・音響・照明等）は別途負担 
ㅇイベント運営および実施計画の策定
ㅇ司会者および通訳者の手配
ㅇイベント運営マニュアルおよび全体進行台本の作成

	プログラム運営
	■ドラマダイジェスト上映運営
ㅇ上映用ダイジェスト映像（約15分）の制作および上映
ㅇ映像編集に関する権利元との連絡業務
ㅇスクリーン用の背景映像の制作
ㅇダイジェスト映像の制作・上映に必要な著作権その他関連権利の処理
■ゲストトークプログラム運営
ㅇ作品関連俳優ゲストのキャスティング支援および費用負担
ㅇゲストトークプログラムの企画・運営
■OSTアーティストプログラム運営
ㅇOSTアーティストのキャスティングおよび費用負担
ㅇOSTトークセッションおよびミニライブの企画・運営
■来場者体験型プログラム運営
ㅇ来場者参加型イベントの企画およびOSTアーティストプログラムの運営
ㅇゲストお見送り会の運営
ㅇ紙スローガンを活用した記念撮影など、会場参加型プログラムの運営

	広報および参加者募集
	ㅇイベント広報戦略および詳細運営計画の策定
ㅇイベントウェブサイトの制作・運営
ㅇ参加者募集および申込者管理
ㅇ広報物 (ポスター、チラシ、パンフレット等)の制作および配布
ㅇ日本国内メディア、オンラインチャンネルおよびSNS等を活用したイベント広報の実施
ㅇイベント開催前・開催中・開催後の各段階におけるオンライン・オフライン連携型プロモーションの実施

	コンテンツ展示ゾーン
およびフォトゾーン運営
	ㅇコンテンツ展示ゾーンおよびフォトゾーンの企画・運営
ㅇ参加作品およびイベントコンセプトを反映した展示・体験空間の造成
ㅇイベントタイトルオブジェ、作品バナー、フォトゾーン等を活用した会場演出の実施
ㅇ会場空間の活用および来場者動線を考慮した展示・フォトゾーン構成案の提案

	オンライン生配信および事後コンテンツ運営
	ㅇ主要回を対象としたオンライン生配信の実施
ㅇイベント全体ダイジェスト映像および各回ハイライト映像の制作
ㅇYouTube、SNS等のオンラインプラットフォームを活用した事後コンテンツの拡散
ㅇイベント記録映像の撮影
ㅇイベント波及効果拡大のための追加の連携プログラムの提案可
（東京・大阪以外の地域におけるライブビューイング実施等）
ㅇオンライン生配信および事後コンテンツ活用に必要な権利関係の確認および利用協議

	出演者キャスティング
および支援
	ㅇ出演者の航空券および宿泊手配
ㅇビザ発給支援および関連書類対応
ㅇ入出国スケジュール管理および現地移動支援
ㅇ空港送迎および車両運行支援
ㅇ出演者対応、スケジュール管理およびイベント当日の現場支援
ㅇ出演者のヘアメイク支援
ㅇイベント運営スタッフおよび選定作品関連配給会社関係者の移動・宿泊支援
ㅇイベント懇談会の運営

	イベント運営
および結果報告
	ㅇイベント運営スタッフの配置および現場管理
ㅇ音源使用に関するJASRAC申請および使用料納付
ㅇ全日程を対象としたイベント保険加入
ㅇイベント安全管理および緊急対応体制の運営
ㅇ結果報告書の作成および精算



2. 課業報告及び成果物の提出
（１）課業報告
	区分
	日程
	内容

	着手報告
	契約締結後14日以内
	・業務別の推進計画の報告

	週次報告
	毎週
	・業務推進状況およびスケジュール計画の報告

	中間報告
	協議により決定
	・業務別の進捗状況の報告

	最終報告
	契約終了後14日以内
	・業務別の実施結果の報告

	随時報告
	随時
	・業務別の各種状況および協議事項等の報告


（２）成果物の提出
	成果物
	形式
	数量

	事業遂行計画書、着手報告書、中間報告書、最終報告書
	ファイル
	各1部

	週次報告書
	ファイル
	週/各1部

	イベントの企画・運営に伴い制作された成果物
（写真、映像、デザイン、広報物等）
	ファイル
	一式

	業務委託の精算内訳書
	ファイル
	1部


３. 参考資料
（１）過去開催実績
■2025年
	区分
	内容
	キービジュアル

	イベント名
	K Drama & Music Selection Week 2025
	[image: ][image: ]

	開催期間
	2025年 9月 ※コンサート2回、上映会4日間（全8回）
	

	開催地域
	東京、大阪
	

	主なプログラム
	・KドラマOSTコンサート: OSTを中心とした日韓アーティスト（6名）によるライブ公演
・Kドラマ上映会: 日本で公開予定または放送中の最新韓国ドラマ（全8作品）の上映、出演俳優（4名）によるトークセッション実施 等
その他コンテンツバナー展示、フォトゾーン運営、
SNSフォローイベント実施等
	



■2024年
	区分
	内容
	キービジュアル

	イベント名
	韓国ドラマセレクション2024
	[image: ]

	開催期間
	2024年8月～10月 ※全5日間（7回）
	

	開催地域
	東京・新潟・大阪
	

	主なプログラム
	日本で公開予定または放送中の最新韓国ドラマ（全14作品）の上映、出演俳優（5名）によるトークセッション、OST公演（新潟）、コンテンツバナー展示実施 等
	


（2）推進目標
	区分
	2025年度（実績）
	2026年度（目標）

	定量
目標
	・総申込者数：4,404名
※OSTコンサート実績を含む
	・来場者数：約2,200名
・申込者数：3,000名以上
・事前広報および回別特化プログラムの実施を通じた申込者数の拡大

	
	■オンライン生配信
・実施なし
	■オンライン生配信
・オンライン生配信累計視聴View数：3,000回以上

	
	■メディア露出件数
・プレスリリース：韓国国内2回（事前・事後）
・現地プレスリリース：4回
・メディア掲載（韓国・日本）：53件
※OSTコンサート実績を含む
	■メディア露出件数
・プレスリリース：韓国国内2回以上（事前・事後）
・現地プレスリリース：3回以上
・メディア掲載（韓国・日本）：61件以上（前年比15％増）

	
	■事後コンテンツ
・全体ダイジェスト映像制作：1本
・回別ハイライト映像制作：4本
	■事後コンテンツ
・全体ダイジェスト映像制作：1本
・回別ハイライト映像制作：6本
・YouTube、SNS等の多様なプラットフォームを活用した情報発信の推進

	定性
目標
	■現地業界団体との協力
・韓国コンテンツ事業者協議会（KCBA）と連携し、会員社が輸入した韓国ドラマコンテンツの現地プロモーションを実施
	■現地業界団体との協力強化
・韓国コンテンツ事業者協議会（KCBA）および日本国内配給会社との連携を通じ、参加作品の開催前・開催中・開催後のプロモーション体制を構築
→ 参加作品のプロモーション効果向上および協力基盤の強化

	
	■東京・大阪連携プロモーション拡大
・東京・大阪開催を通じた首都圏および関西圏観客との接点拡大
→ 地域拠点を活用した韓国ドラマプロモーションの推進
	■東京・大阪連携プロモーション強化
東京・大阪2都市連携による韓国ドラマプロモーションの強化
→ 首都圏・関西圏における韓国コンテンツ接触機会の拡大および地域拠点を活用した波及効果の向上

	
	■オンライン広報の基盤造成
・オンライン広報および事前コンテンツプロモーションを実施
→ 開催前広報を中心とした運営
	■オンライン・オフライン連携型広報体制の構築
・オンライン生配信および事後コンテンツ活用によるイベント波及効果の拡大
・YouTube、SNS等の多様なプラットフォームを活用した継続的な広報推進
→ 開催前・開催中・開催後を通じたプロモーション体制の構築

	
	■関係機関との協力体制強化
・駐日韓国文化院との共催により4年連続でイベントを開催
→ 機関間協力に基づく事業の定着化
	■関係機関との協力体制の高度化
・駐日韓国文化院および東京・大阪ビジネスセンターとの共催による5年連続事業の推進
・企画・広報・運営全般における協業体制の強化
→ 機関間協力モデルの高度化および韓国コンテンツ普及基盤の強化



4．その他の案内事項
[bookmark: _Hlk231393586]ア． 技術評価実施時には、提案社（コンソーシアムの場合は参加企業ではなく代表機関）に所属する代表または総括責任者（PM）が直接発表を行わなければならず、振興院事業担当者との事前合意なく発表者を変更することはできません。
イ． 提案依頼書に示されていない事項であっても、予算の範囲内において効果的な事業推進のために必要と判断される場合は、自由に変更して提案することができる。
ウ． 本事業を通じて取得した個人情報は厳重に管理しなければならない。また、役務及び事業遂行中に取得した個人情報一切は、契約終了後に廃棄しなければならない。
個人情報に関する内容は、受託事業者選定後、双方協議の上で修正・補完することができる。
エ． 業務遂行中、KOCCAの重要な事由により業務内容の追加、変更又は削除が生じた場合、提案社は予算の範囲内で最大限協力しなければならない。

	Ⅲ
	提案書の作成要領


1. 提案書目次
	目次
	作成要領
	備考

	Ⅰ. 提案概要

	1．事業目的及び範囲
	・提案要請内容を明確に理解し、本業務に対する目的及び範囲を体系的に記載すること。
	

	2．提案内容の特徴及び差別性
	・提案内容の特長及び他機関との差別化ポイントを明確に記載すること。
	

	Ⅱ．事業遂行部門

	1．事業遂行体制
	・本業務を円滑に遂行するための組織構成及び運営方法について記述すること。
	

	2．事業遂行方法
	・各主要業務に対してどのような内容をどのような方法で提供するか、具体的に記載すること。
	

	3．コンソーシアム及び分担体制
	・コンソーシアム構成時には、各企業の出資比率及び業務内容を明確に区分して記載すること。
	

	Ⅲ．事業管理部門

	1．事業管理
	・事業運営方法及び日程計画を具体的に記載すること。
	

	2．実施計画（予算内執行比率）
	・本業務を効果的に推進するための実施計画を記載すること。
（※金額記載禁止、比率のみ記載）
	項目
	内容
	予算内執行比率

	人件費
	参加人員人件費
	0%

	会場および舞台関連費用
	会場使用料、舞台制作費、企画・台本等
	0%

	出演料および
招聘費用
	アーティスト出演料、出演者渡航費、MC・通訳謝金、新幹線運賃、車両借上料等
	0%

	広報および参加者募集費用
	ウェブサイト制作、申込システム構築、広報物制作等
	0%

	空間演出および
展示運営費用
	展示ゾーン、フォトゾーン、
作品PRスペース、会場演出等
	0%

	コンテンツ制作および
オンライン運営費用
	生配信、撮影、ダイジェスト映像、ハイライト映像、事後コンテンツ制作等
	0%

	イベント運営費
	保険、ビザ、JASRAC、運営スタッフ、懇談会等
	0%

	小計
	

	利潤（10%）
	

	小計+利潤
	

	消費税（10%）
	

	合計金額
	100％



	

	3．安全管理
	・安全保健計画書に基づく安全保健管理体系について記載
・安全保健活動および教育等の実施内容について記載
・安全保健運営管理システムの保有状況について記載
	

	Ⅳ．別紙様式
	・別紙第1号～別紙第13号（証憑資料を含む）
	



　　2. 提案書作成指針
· 提案書は原本1部、業者情報削除版本1部を提出しなければなりません。
- 業者情報削除版では提案業者を特定できる部分は削除してください。
- 提出された提案書の編集ミス、漏れなどによる評価の不利益に対する責任は提案業者にありますのでご注意ください。
· 提案書は必ず15ページ前後で作成し、次の事項を中心に記述してください。
- 提案会社が推進しようとする主要事項
- 同事業を成功させるための提案業者の事業管理方案
· 提案書は、下記様式に準拠して作成してください。なお、文書下部には必ずページ番号を付してください。（ハングル、Word、PowerPointの使用可） 
· 提案書は韓国語又は日本語で作成しなければならず、使用された英文の略語については正式名称を記述してください。
· 提案書には、イベント名称案、会場候補および開催スケジュール案、イベントコンセプトに沿った空間演出・展示ゾーン・フォトゾーンの構成案、オンライン生配信の運営方法、開催前・開催中・開催後における段階別の広報戦略等を
具体的に記載してください。
· また、OSTアーティストのキャスティング計画および類似イベントの実施実績（アーティストキャスティング実績を含む）についてもあわせて記載してください。
· 提案書の内容は明確な用語を使用して表現し、「~しうる」、「~可能性がある」、「~を考慮している」などの曖昧な表現は提案書の評価時に不可能な事項とみなされますのでご注意ください。
· 情報システムの構築または施設構築など技術的な説明資料が必要な場合には、別添資料を提出することができます。
· 別紙は、必ず指定された様式に従って作成してください。
3. 提案書の効力
· 提出された提案書の内容は、韓国コンテンツ振興院が要請しない限り変更することはできず、遂行機関として選定する際に契約条件とみなされます。
· 韓国コンテンツ振興院は、必要に応じて提案者に追加提案や追加資料を要請することができ、これによって提出された資料は提案書と同じ効力を持つこととなります。
	Ⅳ
	落札者の選定及び評価


1. 選定方法
(1) 基本方針 
· 客観的かつ公正な基準と手続きを適用し、同事業を効率的に遂行するための最適な遂行機関を選定することが基本方針です。
(2) 適用規定
· 韓国コンテンツ振興院契約事務処理規則、韓国の「国家を当事者とする契約に関する法律」及び企画財政部「（契約例規）協議による契約締結基準」等を根拠とします。
(3) 選定手続き
	入札公告
	[image: ]
	提案書
受付締切
	[image: ]
	技術評価及び価格評価 (振興院)
	[image: ]
	優先交渉権者及び交渉順位の決定
	[image: ]
	交渉実施
	[image: ]
	契約締結

	
	
	
	
	1段階
	
	2段階
	
	3段階
	
	



1) 1段階 : 提案書の評価 [技術+価格]
· 技術評価 (90点)
- 振興院で評価委員会を構成(5人以内)し、評価基準に基づき提案書を評価(書類評価、発表評価
及び質疑応答)します。
- 評価点数の集計は、最高点および最低点を除いた残りの点数の平均で算定します。
（評価点数の単位を小数第二位まで。第三位以下は切り捨て）
· 価格評価 (10点)
- 交渉による契約締結基準に明示された価格算出方式に従います。
2) 2段階 : 優先交渉権者及び交渉順位の決定
· 技術評価点が技術評価配点上限の85％以上の者を優先交渉権者として選定します。
· 交渉順位は、総合点数（技術評価点＋価格評価点）の高得点順に決定します。
* 振興院退職者（退職後3年以内）が役員等として在職している場合は、総合点数から10点を減点します。また、評価委員への事前接触が確認された場合も、総合点数から10点を減点します（両方に該当する場合は、それぞれ適用します）。
* 合算点数が同一の提案者が2者以上ある場合は、技術評価点が高い提案者を上位とします。なお、技術評価点も同一の場合は、配点の高い評価項目において高得点を得た者を上位とします。
3) 3段階 : 交渉実施
· 最優先交渉対象者と交渉を行い、交渉が成立した場合は、次順位者との交渉は実施しません。
· 交渉が成立しない場合は、同一の基準及び手続に従い、次順位の優先交渉権者と交渉を実施します。
2. 評価項目
	評価項目
	評価内容の詳細
	配点

	遂行機関の
専門性(20)
	提案業者が本事業を遂行するための専門性を備えているか？
	20点

	
	· 本事業を遂行するための専門人材及び管理体制を確保しているか。 
· 当該事業に関する専門知識を有しているか。 
	

	事業理解度(15)
	事業の目的及び趣旨を正確に理解しているか。
	15点

	
	· 本事業の構造と特性について理解しているか。
· 本事業で求められる事業目的に適した目標を提案しているか。
· 事業の推進方向を具体的に提示しているか。
	

	事業遂行能力
(25)
	事業遂行のために提示された計画が具体的かつ実現可能であるか。
	25点

	
	· 事業計画が具体的かつ実現可能であるか。
· 事業遂行のための組織及び支援体制が適切に提示されているか。
· 改善効果を分析・評価し、 新たな提案を提示するための戦略を備えているか。
	

	事業管理方針
(20)
	提案内容を適切に管理するための方策を備えているか。
	20点

	
	· 事業の推進スケジュール及び予算執行計画が合理的に提示されているか。
· 本事業のための投入人員が適切に編成されているか。
· 本事業に関連するリスク要因に対する危機管理対策が適切に提示されているか。
	

	安全管理方針
(10)
	事業遂行時（作業前・中・後）の安全管理対策が適切か。
	10点

	
	· *安全管理責任者の選任および配置が適切か。
· イベント前後の危険作業（重量物運搬作業、火気作業、高所作業等）およびイベント中の群衆密集事故等に関する安全対策の策定が適切か。
·  緊急事態発生に備えた安全対策（救急薬品の備置、緊急連絡網の構築、感染症予防）の策定が適切か。
	

	小計
	90点

	価格評価
(10)
	· 入札価格の評定算式に基づき算定
	10点

	合計
	100点


*安全管理責任者：イベント業務参与人員のうち、代表者およびPMを除く実務責任者人員の中から安全管理業務を遂行できる者（1名以上）



	Ⅴ
	別紙書式




	書式番号
	書式名

	別紙第１号書式
	提案書表紙

	別紙第２号書式
	一般現況及び沿革

	別紙第3号書式
	参加人員の現況総括表

	別紙第4号書式
	参加人員の履歴事項

	別紙第5号書式
	主要事業実績総括表

	別紙第7号書式
	コンソーシアム標準協定書

	別紙第8号書式
	個人情報収集・利用・提供同意書

	別紙第9号書式
	業務委託参加確認書及び報酬支給確約書

	別紙第10号書式
	韓国コンテンツ振興院退職者の役員等在職有無確認書

	別紙第13号書式
	安全管理方案樹立


※ ご提出いただいた文書が事実と異なる場合、事業者の選定が無効となります。


【 別紙第1号書式 】

提案書表紙


	「2026 韓国ドラマ上映会 開催 業務委託」 提案書











【 別紙第2号書式 】
一般現況及び沿革
	会社名
	⁂
	代表者
	⁂

	事業分野
	
	事業者番号
	⁂

	住所
	⁂

	電話番号
	⁂
	FAX
	⁂

	該当部門従事期間
	　　 　年　　　	月　～ 　　　年　　 　月 (　年　カ月)

	



	作成要領
	※ 作成要領は提出時に削除してください

	‣企業情報削除版を提出する場合、「⁂」表示項目は空欄のまま提出してください。
‣企業情報削除版を提出する場合、主要沿革については提案企業を特定できる情報をすべて削除した上で提出してください。


【 別紙第3号書式 】

参加人員の現況総括表 
(提出日基準)
	番号
	氏名
	担当業務
	該当分野
勤務歴
	本業務 参加期間
	参加率
	備考

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	



	作成要領
	※ 作成要領は提出時に削除してください

	当院では、業務委託の ▲効率的な管理、▲品質確保、▲人員の重複投入防止及び ▲内部専門家プールの客観的運用等のため、参加人員の参加率について厳格な管理を実施しています。
1．作成対象及び参加率算定方式
‣ （作成対象）本業務に投入される全人員（採用予定者を含む）
‣ （算定方式）業務期間内における月別参加率の平均値を記載
2．必須遵守事項
‣ 他の業務への参加率を含め、月別総参加率は100％を超えてはならない。
‣ 最終契約締結時において、本業務遂行のための月別参加率は最低30％以上とすること（ただし、未参加月は0％可）。
‣ 提出内容が虚偽又は誇張であると判明した場合、審査除外、落札取消し、契約解除・解約及び入札参加資格制限等の措置を講じることがある。
3．留意事項
‣ PM（課題責任者）は必ず名簿の最上段に記載し、担当業務欄に「PM（課題責任者）」と明記すること。
‣ 採用予定者については、現時点で確認可能な範囲の情報を最大限記載すること。
‣ 提案書提出時には、参加人員情報（生年月日、性別等）を同一内容で入力すること
　（Excel様式をダウンロードのうえ作成し、直接入力する方式）。


【 別紙第4号書式 】
参加人員の履歴事項

	氏名
	
	所属
	
	役職
	
	年齢
	

	学歴
	大学　　　　専攻
	該当分野での勤務歴
	

	
	大学院　　　専攻
	資格証
	

	本業務における担当業務
	
	本業務 
参加期間
	
	本業務 
参加率（平均）
	%



	経歴

	事業名
	参加期間
(年　月～年　月)
	担当業務
	発注先
	参加率(%)
	備考

	








	
	
	
	
	



	作成要領
	※ 作成要領は提出時に削除してください

	‣ 経歴事項は、既に遂行した事業のうち、類似分野の代表的な事業を中心に記載すること。
‣ 現在遂行中の事業は漏れなくすべて記載すること（遂行専門性の確認及び月別参加率が100％を超過していないかを確認するため）




【 別紙第5号書式 】

主要事業実績総括表 
（単位：千円／消費税含む）
	番号
	事業名
	発注先
	契約金額
	業務履行又は納品完了日
	備考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	



【注】
1．現在遂行中の事業を含め、入札公告日を基準として最近3年以内の実績のうち、本事業と関連する事業実績を記載し、証憑資料を添付すること。（最大3件、年度順に記載し、証憑資料には通し番号を付すこと。）
2．下請契約の場合は、発注者の承認を受けた場合に限り記載し、備考欄に元請事業者を記載すること。
3．共同契約の場合は、契約金額欄に提案社の持分のみを記載すること。



【 別紙第7号書式 】
コンソーシアム標準協定書（分担履行方式）

第1条（目的）本協定書は、以下の契約をコンソーシアムの構成員が財政、経営および技術能力、要員および機材を動員し、工事・物品またはサービスに対する計画・施工などのために一定の分担内容に従って分けて共同で契約を履行することを約束する協定を定めるものである。

1. 契約件名：
2. 契約金額：
3. 発注者名：

第2条（コンソーシアム）コンソーシアムの名称、事業所の所在地、代表者は次の通りとする。

1. 名称：○○○
2. 主事務所所在地：
3. 代表者氏名：

第3条（コンソーシアムの構成員）①コンソーシアムの構成員は次の通りとする。
1. ○○○会社（代表者：）
2. ○○○会社（代表者：）
②コンソーシアムの代表者は○○○とする。
③代表者は発注者および第三者に対してコンソーシアムを代表し、コンソーシアムの財産管理および代金請求等の権限を有する。

第4条（効力期間）本協定書は当事者間の署名と同時に発効し、当該契約の履行により終了する。ただし、発注者または第三者に対して工事に関する権利義務関係が残っている限り、本協定書の効力は存続する。

第5条（義務）コンソーシアム構成員は第1条に定める目的を遂行するために、誠実・勤勉および信義をもって必要なすべての知識と技術を活用することを約束する。

第6条（責任）コンソーシアムの構成員は、発注機関に対する契約上の義務履行について、分担内容に応じて各自責任を負う。
第7条（下請）コンソーシアムの各構成員は、自らの責任において分担部分の一部を下請けすることができる。

第8条（取引口座）契約例規「共同契約運用要領」第11条に定められた前払金、出来高代金等は以下の口座に支払われる。
1. ○○○会社（コンソーシアム代表者）：○○銀行、口座番号○○○、預金者○○○
2. ○○○会社：○○銀行、口座番号○○○、預金者○○○

第9条（構成員の分担内容）①各構成員の分担内容は以下の例示の通りとする。
【例】
1. 一般工事の場合：
　ア）○○○建設会社：土木工事
　イ）○○○建設会社：舗装工事
2. 環境設備設置工事の場合：
　ア）○○○建設会社：設備設置工事
　イ）○○○製造会社：設備製作

②第1項の分担内容は、次のいずれかに該当する場合、変更することができる。ただし、分担内容を変更する場合、コンソーシアムの一部構成員の全分担内容を他の構成員に移すことはできない。
1. 発注機関との契約内容の変更により契約金額が増減された場合
2. コンソーシアム構成員のうち、破産、解散、不渡、法定管理、ワークアウト（企業構造調整促進法により債権団が構造調整対象として決定し、構造調整中の企業）、中途脱退の理由により、当初の協定書の内容通りの契約履行が困難な構成員が発生し、コンソーシアム構成員全員の連名で分担内容の変更を要請する場合

第10条（共同費用の分担）本契約履行のために発生した共同の経費等については、分担工事金額の比率に従って各構成員が分担する。

第11条（構成員相互間の責任）①構成員が分担工事に関連して第三者に損害を与えた場合は、当該構成員がその責任を負う。
②構成員が他の構成員に損害を与えた場合は、相互協議により処理する。ただし、協議が成立しない場合は運営委員会の決定に従う。

第12条（権利・義務の譲渡制限）構成員は、本協定書に基づく権利・義務を第三者に譲渡することはできない。

第13条（中途脱退に対する措置）①コンソーシアムの構成員は、次のいずれかに該当する場合を除いて、入札および当該契約の履行を完了する日まで脱退することはできない。
1. 発注者および構成員全員が同意する場合
2. 破産、解散、不渡その他正当な理由なく当該契約を履行しない場合で、当該構成員以外のコンソーシアム構成員が発注者の同意を得て脱退措置をとる場合

②構成員の一部が破産または解散、不渡などにより契約履行が不可能な場合、残存構成員がこれを履行する。ただし、残存構成員のみでは免許、実績、施工能力公示額など残余契約履行に必要な要件を満たせない場合、発注者の承認を得て新たな構成員を追加するなどの方法で要件を充足しなければならない。

③第2項本文の場合には、第11条第2項を準用する。

第14条（瑕疵担保責任）コンソーシアムが解散した後に当該工事に関して瑕疵が発生した場合は、分担内容に応じてその責任を負う。

第15条（運営委員会）①コンソーシアムは、コンソーシアム構成員を委員とする運営委員会を設置し、契約履行に関する諸事項を協議する。
②本協定書に規定されていない事項は運営委員会で定める。

以上の通りコンソーシアム協定を締結し、その証拠として協定書○通を作成し、各通にコンソーシアム構成員が記名押印の上、各自保管する。

年　月　日

　○○○（印）
○○○（印）


【 別紙第8号書式 】

	個人情報収集・利用・提供同意書 

	公告名
	2026 韓国ドラマ上映会 開催 業務委託

	

	所属機関
	氏名
	役職
	同意の有無
	署名

	
	
	
	□ 同意/□ 同意しない
	

	
	
	
	□ 同意/□ 同意しない
	

	
	
	
	□ 同意/□ 同意しない
	

	
	
	
	□ 同意/□ 同意しない
	

	
	
	
	□ 同意/□ 同意しない
	

	※ 本業務に参加する全員の署名（コンソーシアム人員を含む）
本人は、韓国コンテンツ振興院（以下「振興院」という）の入札に関連し、下記のとおり本人の個人情報の収集・利用・提供に同意します。
ア．収集・利用・提供の目的
- 振興院が実施する入札参加に伴う入札書類確認のため、必要最小限の情報を収集し活用すること。
イ．収集・利用・提供する個人情報の項目
- 代表者の氏名、電子メールアドレス、電話番号、勤務先住所、学歴、経歴、銀行名／口座番号、携帯電話番号等
- コンソーシアム構成員の勤務先住所、商号、氏名、事業者番号、銀行名／口座番号等
- 参加人員の氏名、所属／役職、年齢、学歴、経歴等
- 入札参加申請提出者の氏名、職位、電話番号、電子メールアドレス等
ウ．個人情報の保有及び利用・提供期間
- 本同意書作成時から、当該入札参加書類管理のための保有期間まで（10年間）
エ．同意を拒否する権利及び拒否による不利益
本人は、上記個人情報の収集について拒否する権利を有していることを認識しています。
拒否した場合の不利益：契約締結対象から除外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年  　月 　　日

韓国コンテンツ振興院長貴下



 【　別紙第9号書式 】
業務委託参加確認書及び報酬支給確約書 
	公告名
	2026 韓国ドラマ上映会 開催 業務委託

	

	契約主体
	会社名
	

	
	フリーランス情報
	氏名
	
	連絡先
	000－0000－0000

	
	
	
	
	メールアドレス
	

	
	
	参加期間
	0000年00月00日 ～ 0000年00月00日（0.0か月）

	
	
	約定報酬
	（例）月額 30万円又は 総額 １００万円

	本業務における担当（参加）業務内容
	本業務遂行に関連するフリーランスの担当（参加）業務を記載

	上記の内容に相違ないことを確認します。

年　　月　　日



	株式会社 ○○○○○○
	
	（所属名又は個人名）

	代表取締役　○○○　（印）
	
	○○○　（印）

	
	



	作成要領
	※ 作成要領は提出時に削除してください

	当院では、業務委託における ▲人員投入の信頼性確保（虚偽人員投入の防止）及び ▲人件費支給の透明性確保（賃金未払い防止等）のため、提案社所属人員以外の外部人員（フリーランス、雇用承継対象者等）について、「業務委託参加確認書及び報酬支給確約書」の提出を求めています。
1．提出方法
‣ 提案書提出日現在、提案社所属ではない外部人員（フリーランス、雇用承継対象者等）が存在する場合は、本様式を作成のうえ提出すること。
2．必須遵守事項
‣ 参加期間は、本業務契約期間（発注者と会社間で締結された全体履行期間）内において、実務遂行のために投入される期間を記載すること。
‣ 約定報酬は、本業務予算内で執行予定の金額基準により記載すること（総額又は月額報酬で記載）。
3．留意事項
‣ 本様式は、今後の交渉及び契約締結結果に基づき確定した条件で再作成のうえ、再提出しなければならない。
‣ 人員の不正使用等、虚偽書類の提出に伴うすべての責任は提案社にあり、提出内容が虚偽又は誇張であると判明した場合は、審査除外、落札取消し、契約解除・解約及び入札参加資格制限等の措置を講じることがある。


【　別紙第10号書式 】
韓国コンテンツ振興院退職者の役員等在職有無確認書
	退職後3年以内の韓国コンテンツ振興院退職者が役員等として在職しているか否か
	該当あり（　）/ 該当なし（　）

	

	※ 役員等の詳細基準

	ㅇ 入札公告日から3年以内に韓国コンテンツ振興院を退職した者が、
▲代表取締役、▲取締役（非常勤を含む）、▲監査役（非常勤を含む）又は ▲韓国の商法第401条の2第1項に該当する者として在職している場合

	韓国の商法第401条の2（業務執行指示者等の責任）① 次の各号のいずれかに該当する者は、その指示又は執行した業務について、第399条、第401条及び第403条の適用において、これを取締役とみなす。
1．会社に対する自己の影響力を利用して、取締役に業務執行を指示した者
2．取締役の名義で直接業務を執行した者
3．取締役でないにもかかわらず、名誉会長、会長、社長、副社長、専務、常務、取締役その他会社の業務を執行する権限があると認められる名称を使用して会社の業務を執行した者

	※ 「該当あり」の場合に限り記載

	氏名
	現所属
	備考

	
	会社名
	役職
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	





基準に該当する者がいる場合、入札公告に基づく減点措置に同意します。また、提出内容が事実と異なる場合（縮小又は漏れを含む）には、入札無効、落札取消し、契約解除・解約及び入札参加資格制限等の不利益措置について、いかなる異議も申し立てないことを確約し、本確認書を提出します。

　　　年　　月　　日

会 社 名：○○○              代 表 者：○○○　（印）

韓国コンテンツ振興院長貴下
【　別紙第13号書式 】
安全管理方案樹立

1. 安全管理責任者の配置
	番号
	役職
	氏名
	担当業務
	該当（イベント）
勤務歴
	参加率
	備考

	
	
	
	安全管理責任者
	
	
	


※安全管理責任者は代表者とPM以外の人員で別途配置すること

2. イベント前後の危険作業(重量物運搬作業、火気作業、告訴作業など)及びイベント中の人出密集事故などに関する安全対策を樹立
	(例)
イベント前後の危険作業安全対策
☞重量物運搬安全管理対策樹立
 - 重量運搬作業前の重量物取扱運搬作業に関する安全教育の実施
 - 重量物を運搬し、又は取り扱う場合には、荷役運搬機械（フォークリフト）及び運搬用具の使用 
 - 重量物取扱場所へのアクセス制御措置の確認(誘導者の配置、アクセス禁止表示など)

☞火気作業時の安全管理対策樹立
 - 火気作業、電話機作業に関する安全教育の実施
 - 火災発生時に直ちに措置できる監視者の配置、消火器の備え付けなど
 - 火気作業時の火の粉を防ぐ火の粉防止布使用及び保安面、保安ゴーグルなどの個人保護具を着用

☞高所作業時の安全管理対策樹立
 - 作業前の高所作業に関する安全教育の実施 
 - 移動式はしご使用時の作業方法の樹立(2人1組の作業、滑り防止措置など)
 - 墜落の恐れがある場所で作業する時、ヘルメット、安全靴、シートベルトなどの保護具を着用
☞その他の危険作業安全管理対策の策定

(例)
ㅇイベント中に発生する危険事故安全対策
☞イベント中の雑踏事故に備えた最大収容人数の把握など運営管理対策樹立
☞イベント中の観覧客の混雑、迷子(行方不明)発生、テロ(暴動)などの発生に備えた運営管理対策の樹立
☞その他のイベント中に発生する可能性のある危険状況に対する安全対策



3. 緊急事態発生に備えた安全対策の樹立
- 緊急連絡網の構築
	（例１）
	※関連機関連絡先
· KOCCA TOKYO: 03-5363-4510
· 管轄警察署：03-3357-0110
· 管轄消防署：03-3357-0119
· 管轄保健所：03-3351-5161
· 管轄病院：03-3353-8111
	
	事業総括管理責任者
	
	

	
	
	ㅇㅇㅇ
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	安全管理責任者
	
	

	
	
	ㅇㅇㅇ
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	担当者
	
	担当者
	
	担当者

	ㅇㅇㅇ
	
	ㅇㅇㅇ
	
	ㅇㅇㅇ

	電話番号
	
	
	
	



（例2）
	NO
	機関名（会社名）
	担当者
	連絡先
	備考

	1
	
	ㅇㅇㅇ
	
	

	2
	
	ㅇㅇㅇ
	
	

	3
	
	ㅇㅇㅇ
	
	







- 感染症予防対策の樹立
	(例)
☞イベント会場出入りの際に発熱チェックができる体温計及び手指消毒剤完備 
☞飲食予定イベントの場合、食中毒などの予防対策など
☞（該当する場合）政府防疫指針期間の場合、それに応じた予防対策など



- 救急薬品(保管箱)の完備
	(例)
☞救急薬品:胃腸薬、解熱剤、鎮痛剤、消毒薬、やけど薬、包帯、脱脂綿、絆創膏など 
  - 作業者が簡単に使用できるように、会場事務局に救急薬品1個以上設置
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